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自
主
自
立
と
進
取
の
精
神
を
尊
重
し
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
総
合
大
学
へ

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

中
島

　ま
ず
本
学
の
理
念
と
基
本
目
標
に

つ
い
て
前
田
学
長
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

前
田

　鹿
児
島
大
学
は
「
自
主
自
立
と
進

取
の
精
神
を
尊
重
し
、
社
会
の
発
展
に
貢

献
す
る
総
合
大
学
を
め
ざ
す
」
こ
と
を

謳
っ
た
「
大
学
憲
章
」
を
平
成
19
年
に
制

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
学
の
羅
針
盤
と

も
言
え
る
行
動
指
針
で
、
と
く
に
教
育
に

お
い
て
は
「
高
い
倫
理
性
と
社
会
性
を
備

え
、
向
上
心
を
持
っ
て
自
ら
困
難
に
立
ち

向
か
い
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　「進
取
の
精
神
」
を
学
生
教
育
に
具
現
化

す
べ
く
、
本
学
学
生
の
行
動
指
針
や
規
範

と
な
る
「
鹿
児
島
大
学
学
生
憲
章
」
を
平

成
22
年
に
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
学
生
憲

章
は
、
全
学
部
か
ら
推
薦
さ
れ
た
学
生
が

参
加
す
る
「
学
生
憲
章
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

や
「
学
生
憲
章
成
案
作
成
委
員
会
」
が
草

案
の
作
成
や
検
討
に
当
た
る
な
ど
、
学
生

自
ら
の
手
で
策
定
し
た
全
国
の
国
立
大
学

で
は
初
め
て
の
憲
章
で
す
。
鹿
児
島
大
学

は
、
進
取
の
精
神
を
有
す
る
学
生
を
育
成

し
て
、
地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
知
の
拠

点
と
し
て
、「
進
取
の
気
風
に
あ
ふ
れ
る
総

合
大
学
」
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
島

　そ
う
し
た
本
学
の
理
念
や
基
本
目

標
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
年
6
月
に
第
3

鹿
児
島
大
学 

地
域
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
創
出
す
る

「
知
の
拠
点
」へ
向
け
て 

〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〜

地
域
貢
献
マ
イ
ン
ド
を
持
ち
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る

人
材
を
輩
出
す
る
地
方
大
学
の
使
命

　国
立
大
学
の
法
人
化
か
ら
12
年
を
迎
え
た
今
年
6
月
、
来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
第
3

期
中
期
目
標
・
計
画
の
素
案
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
に
、
本
学
に
対
す
る
社
会
か

ら
の
理
解
を
一
段
と
増
進
す
る
た
め
、
鹿
児
島
大
学
前
田
芳
實
学
長
と
鹿
児
島
大
学
の
経

営
協
議
会
外
部
委
員
で
あ
り
、
鹿
児
島
の
経
済
界
を
牽
引
す
る
城
山
観
光
株
式
会
社
取
締

役
会
長
の
伊
牟
田
均
氏
と
の
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鹿児島大学長

前
ま え だ

田 芳
よ し ざ ね

實
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期
中
期
目
標
・
計
画
の
素
案
が
策
定
さ
れ

た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
中
期
目
標
期
間
に

当
た
る
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま

で
の
6
年
間
に
お
け
る
本
学
の
あ
り
方
や

目
標
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

前
田

　大
き
く
4
つ
の
柱
を
立
て
て
い
ま

す
。
地
域
活
性
化
の
中
核
拠
点
と
し
て
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
有
す
る
地
域
人

材
育
成
の
強
化
」、「
本
学
の
強
み
と
特
色

を
活
か
し
た
学
術
研
究
の
推
進
」、「
地
域

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
社
会
人
教
育
や
地
域
連

携
の
推
進
」、「
機
能
強
化
に
向
け
た
教
育

研
究
組
織
体
制
の
整
備
」
で
す
。
こ
れ
ら

を
基
本
目
標
と
し
て
中
期
目
標
、
中
期
計

画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
根
底
に
流
れ
る

も
の
は
、
自
ら
困
難
な
課
題
に
果
敢
に
挑

戦
す
る
「
進
取
の
精
神
」
を
有
す
る
人
材

育
成
な
ら
び
に
「
進
取
の
気
風
」
に
あ
ふ

れ
る
総
合
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
改
革

の
実
施
で
す
。

運
営
費
交
付
金
削
減
に
よ
る

教
育
・
研
究
の
質
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

中
島

　国
立
大
学
に
お
け
る
運
営
の
基
盤

的
な
予
算
と
な
る
運
営
費
交
付
金
は
平
成

16
年
度
の
法
人
化
以
降
、
こ
の
11
年
間
で

大
幅
に
縮
小
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、

教
育
や
研
究
の
質
的
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

前
田

　限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
大
学
を
運

営
し
て
い
た
め
に
は
、
国
立
大
学
が
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
や
特
色
を
最
大
限
に
生
か
し
、

自
ら
改
善
・
発
展
す
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
経
費
の
節

減
や
効
率
化
、
学
内
資
源
の
再
配
分
や
多

様
な
財
源
の
受
け
入
れ
、
ま
た
本
学
独
自

の
「
鹿
大
﹃
進
取
の
精
神
﹄
支
援
基
金
」

の
創
設
な
ど
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中
島

　予
算
状
況
が
き
び
し
く
な
る
中
で
、

限
ら
れ
た
予
算
を
ど
の
よ
う
に
有
効
に
活

用
し
て
い
く
べ
き
か
、
伊
牟
田
会
長
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

伊
牟
田

　1
つ
は
改
革
で
す
。
徹
底
的
な

見
直
し
に
よ
っ
て
無
駄
な
経
費
の
削
減
と

効
率
化
に
つ
い
て
模
索
し
、
改
革
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
2
つ
目
は
、
稼

ぐ
力
。
地
域
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
大

学
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
生

を
増
や
す
こ
と
。
大
学
病
院
の
稼
ぐ
力
も

大
事
で
す
。
将
来
的
に
は
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
投
資
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の

を
売
却
す
る
と
か
上
場
に
向
け
て
収
益
事

業
を
図
る
と
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ

な
が
る
研
究
開
発
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
支
援

で
す
。
多
様
化
し
た
支
援
金
を
ど
の
よ
う

に
集
め
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
問
わ
れ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

地
場
産
業
と

地
元
国
立
大
学
の
か
か
わ
り

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

中
島

　次
に
、
地
域
社
会
、
と
り
わ
け
地
場

産
業
と
地
元
国
立
大
学
の
関
わ
り
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
口
減
少

地域にイノベーションを創出する
 「知の拠点」へ向けての鹿児島大学の取り組み

鹿児島大学経営協議会外部委員
城山観光株式会社取締役会長

伊
い む た

牟田 均
ひ と し
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期
中
期
目
標
・
計
画
の
素
案
が
策
定
さ
れ

た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
中
期
目
標
期
間
に

当
た
る
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま

で
の
6
年
間
に
お
け
る
本
学
の
あ
り
方
や

目
標
に
つ
い
て
お
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し
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た
だ
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ま
す
か
。

前
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。
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域
活
性
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中
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拠
点
と
し
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、

「
グ
ロ
ー
バ
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な
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点
を
有
す
る
地
域
人

材
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の
強
化
」、「
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学
の
強
み
と
特
色

を
活
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し
た
学
術
研
究
の
推
進
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地
域
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こ
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、
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期
計
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し
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ま
す
。
根
底
に
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る

も
の
は
、
自
ら
困
難
な
課
題
に
果
敢
に
挑

戦
す
る
「
進
取
の
精
神
」
を
有
す
る
人
材

育
成
な
ら
び
に
「
進
取
の
気
風
」
に
あ
ふ

れ
る
総
合
大
学
に
ふ
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わ
し
い
大
学
改
革

の
実
施
で
す
。

運
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交
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削
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る
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─
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独
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の
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大
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進
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の
精
神
﹄
支
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金
」

の
創
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な
ど
も
進
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て
い
る
と
こ
ろ
で
す
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中
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算
状
況
が
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な
る
中
で
、

限
ら
れ
た
予
算
を
ど
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よ
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に
有
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に
活
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て
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き
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、
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牟
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長
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

伊
牟
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す
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、
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必
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。
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る
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を
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る
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こ
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す
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的
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は
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投
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も
の
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売
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と
か
上
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に
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収
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図
る
と
か
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そ
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い
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た
こ
と
に
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な
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発
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く
必
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が
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ま
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ど
の
よ
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に
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と
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問
わ
れ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

地
場
産
業
と

地
元
国
立
大
学
の
か
か
わ
り

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

中
島

　次
に
、
地
域
社
会
、
と
り
わ
け
地
場

産
業
と
地
元
国
立
大
学
の
関
わ
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鹿児島大学経営協議会外部委員
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伊
い む た

牟田 均
ひ と し
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が
進
む
中
、
大
学
と
し
て
魅
力
を
高
め
、
競

争
力
を
つ
け
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
企
業
経
営
者
と
し
て
伊
牟
田
会
長
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？

伊
牟
田

　統
計
に
よ
る
と
、
鹿
児
島
県
の

人
口
が
い
ま
1
7
0
万
人
で
す
が
30
年
後

に
は
1
3
0
万
人
に
な
り
、
40
万
人
減
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
国
民
）
１
人
が

消
費
す
る
金
額
は
年
間
1
2
0
万
円
か
ら

1
2
5
万
円
と
総
務
省
が
出
し
て
い
ま
す

が
、
単
純
計
算
す
る
と
30
年
後
は
現
在
の

水
準
か
ら
5
0
0
0
億
円
く
ら
い
消
費
が

減
る
わ
け
で
す
。

　こ
の
よ
う
に
人
口
と
消
費
が
減
る
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
、
今
後
、
交
流
人
口
を
い

か
に
増
や
す
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課

題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
鹿
児
島
の
地

域
に
魅
力
が
あ
れ
ば
、
県
外
、
外
国
か
ら
も

お
客
様
が
来
る
、
あ
る
い
は
県
外
か
ら
の
学

生
や
留
学
生
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
交
流

人
口
を
増
や
す
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
も
そ
う
で

す
が
、
観
光
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
農
林
水

産
業
と
組
み
合
わ
せ
る
、
あ
る
い
は
医
療
と

組
み
合
わ
せ
る
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
あ
た
り
が
鹿
児
島
の
特
色
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
と
の
産
官

学
民
連
携
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
鹿
児

島
大
学
が
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
く
か
と

い
う
と
こ
ろ
が
大
き
な
課
題
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

中
島

　地
域
と
し
て
交
流
人
口
の
増
加
を

図
る
べ
き
と
い
う
お
話
で
す
が
、
そ
の
点

に
関
し
て
、
大
学
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に

対
応
で
き
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？

前
田

　鹿
児
島
県
は
南
北
6
0
0
k
m
と

広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま

ず
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
人
づ
く
り
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
地
域
で
盛
ん

な
産
業
を
支
え
る
人
材
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
い
ま
伊
牟
田
会

長
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
外
国
か
ら

の
来
県
者
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
も
１
つ

の
方
法
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
大
学
と

し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
た

学
生
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　第
３
は
大
学
の
持
っ
て
い
る
研
究
の

シ
ー
ズ
を
で
き
る
だ
け
地
場
産
業
に
生
か

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
地
域
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
社
会
人
教
育
や
地
域
連
携
の
推
進

も
必
要
で
す
。
現
在
、
鹿
児
島
大
学
で
は

か
ご
し
ま
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
で
、

社
会
人
向
け
の
授
業
を
行
っ
て
お
り
、「
焼

酎
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
コ
ー
ス
」
の
ほ
か
、

「
林
業
生
産
専
門
技
術
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」、「
稲
盛
経
営
哲
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

い
っ
た
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
人
教
育
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
そ
う
い
う
面
を
大
い
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　研
究
面
で
は
、
島と

う
し
ょ嶼
が
ま
す
ま
す
脚
光

を
浴
び
る
時
代
で
す
。
島
嶼
に
関
わ
る
自

然
の
研
究
、
生
物
多
様
性
の
研
究
を
盛
ん

に
行
い
、
鹿
児
島
と
い
う
地
域
に
つ
い
て

も
高
い
学
術
的
価
値
を
持
た
せ
る
必
要
が

あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
に

昔
か
ら
あ
る
風
土
病
や
ウ
イ
ル
ス
病
の
研

究
な
ど
医
療
面
に
お
い
て
も
鹿
児
島
大
学

は
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
う
い
う
研
究
も
こ
れ
か
ら
推
し
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
と

国
立
大
学
の
役
割

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

中
島

　諸
外
国
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
に
お
け
る
大
学
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
て
い
て
、
国
際
競
争
力
の
強
化
の
た
め

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の

た
め
に
は
、
優
秀
な
人
材
の
育
成
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
も
大
学
の
役
割
が

大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

前
田

　イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
て

学
内
で
も
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
理
工

学
研
究
科
で
は
、
大
学
院
の
改
組
を
行
い
、

新
し
い
教
育
体
系
を
作
っ
て
い
ま
す
。
農

前田芳實（まえだ・よしざね）
鹿児島大学長
昭和44年3月鹿児島大学大学院農学研
究科修了（昭和52年3月 農学博士取得　

（九州大学））。同年3月 鹿児島大学助手
農学部。昭和53年9月 アメリカ合衆国
ジョージア大学 Research Associate（～
昭和54年9月）。昭和56年10月鹿児島大
学助教授農学部。平成6年7月鹿児島大
学教授農学部（～平成21年3月）。平成
10年6月アメリカ合衆国ミシガン州立
大学 Visiting Professor（～平成10年11
月）。平成18年4月鹿児島大学農学部長

（～平成21年3月）。平成18年4月国立大
学法人鹿児島大学教育研究評議会評議
員。平成21年4月国立大学法人鹿児島大
学理事（～平成25年3月）。平成25年4
月国立大学法人鹿児島大学長（～現在）
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学
部
で
も
従
来
と
違
う
形
の
教
育
体
系
を

整
え
、
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

大
学
全
体
と
し
て
、
共
通
教
育
か
ら
卒
業

ま
で
に
、
地
域
貢
献
マ
イ
ン
ド
、
す
な
わ

ち
地
域
に
貢
献
す
る
姿
勢
を
持
っ
た
人
材

を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

進
め
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
に
大
い

に
貢
献
す
る
学
生
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増

え
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

伊
牟
田

　地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

て
る
と
い
う
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
人
口
減
少
、
運
営
費
交
付
金
の
減

少
な
ど
、
い
ま
地
方
は
ど
こ
も
き
び
し
い

環
境
で
す
の
で
、
地
方
大
学
は
競
争
の
時

代
に
入
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　で
す
か
ら
、
い
か
に
個
性
化
す
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
は
景
観
や
歴
史
・
文
化
、
温
泉
等
、

観
光
面
で
も
非
常
に
資
源
が
豊
富
で
す
。

食
に
つ
い
て
は
農
業
・
畜
産
業
・
漁
業
と

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
品
質
が
高
い
し
、
大

学
の
医
療
水
準
も
高
い
。
こ
う
い
う
と
こ

ろ
を
融
合
し
て
、
産
官
学
民
で
連
携
し
な

が
ら
い
か
に
特
色
の
あ
る
大
学
を
作
る
か
、

い
か
に
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て

る
か
、
そ
れ
が
鹿
児
島
大
学
に
と
っ
て
一

番
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

前
田

　鹿
児
島
大
学
で
は
、
島
嶼
、
環
境
、

食
と
健
康
、
そ
れ
か
ら
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
う
全
学
横
断
の
相
互
研
究
を
行
っ
て

い
て
、
い
ず
れ
も
観
光
と
も
つ
な
が
る
よ

う
な
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。
と
く
に
農

学
部
、
水
産
学
部
、
共
同
獣
医
学
部
と
い

う
食
料
の
生
産
に
密
接
に
関
わ
る
分
野
が
、

他
大
学
に
比
べ
随
分
層
が
厚
い
と
言
え
ま

す
。
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
質
の
良

い
食
料
品
を
生
産
し
て
い
る
県
で
す
の
で
、

食
料
と
い
う
観
点
か
ら
本
学
は
新
し
い
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
牟
田

　農
業
、
農
生
産
品
に
は
非
常
に

競
争
力
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
素
材
を
輸
出

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
付
加
価
値
を
つ
け

て
製
品
化
す
る
、
6
次
産
業
化
し
て
価
値

を
高
め
て
販
売
す
る
な
ど
鹿
児
島
大
学
と

し
て
の
総
合
力
を
集
約
す
れ
ば
、
い
い
循

環
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
大
学
に
求
め
る

人
材
像
と
大
学
の
取
り
組
み

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

中
島

　企
業
経
営
者
と
し
て
鹿
児
島
大
学

に
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
も
ら
い

た
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

伊
牟
田

　ま
ず
は
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知

る
と
い
う
こ
と
。
鹿
児
島
に
は
た
く
さ
ん

の
魅
力
が
あ
る
の
に
、
意
外
と
知
ら
な
い

と
い
う
学
生
も
い
ま
す
。
日
本
人
学
生
だ

け
で
は
な
く
留
学
生
も
含
め
て
、
鹿
児
島

の
魅
力
、
地
域
の
こ
と
を
勉
強
す
る
こ
と

が
き
わ
め
て
大
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
上
に

立
っ
て
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
通
用
す

る
人
材
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私

の
経
験
か
ら
も
自
分
の
エ
リ
ア
、
地
場
の

こ
と
を
よ
く
知
っ
て
、
そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
な
い
と
外
国
人
に
は
評
価
さ
れ
ま
せ

ん
。
特
に
地
域
的
に
も
鹿
児
島
は
中
国
、

台
湾
、
香
港
等
、
東
南
ア
ジ
ア
に
一
番
近

い
と
こ
ろ
な
の
で
、
ロ
ー
カ
ル
を
知
っ
て

グ
ロ
ー
バ
ル
な
行
動
が
で
き
る
人
材
が
今

後
非
常
に
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

前
田

　い
ま
伊
牟
田
会
長
が
お
話
し
さ
れ
た

こ
と
は
、
地
域
の
こ
と
を
ま
ず
し
っ
か
り
学

ぶ
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
グ
ロ
ー
バ

ル
に
展
開
で
き
る
と
い
う
2
つ
の
面
を
備
え

た
学
生
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
た

し
か
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　鹿
児
島
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
を
牽
引
す
る
学
生
の
育
成
に
つ
い
て

も
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
学
の
国
際
開
放
度
を
高

め
る
た
め
の
独
創
的
で
質
の
高
い
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
で
す
。
具
体
的
な
例
と
し
て
は

海
外
研
修
で
す
。
昨
年
は
28
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
も
と

特集 地域にイノベーションを創出する
 「知の拠点」へ向けての鹿児島大学の取り組み

伊牟田均（いむた・ひとし）
鹿児島大学経営協議会外部委員
城山観光株式会社取締役会長
昭和45年鹿児島大学法文学部経
済学科卒業。同年野村證券入社。
本社国際金融部長、ノムラ・シ
ンガポール取締役社長、日本合
同ファイナンス（現・ジャフコ）
専務取締役、野村・中国投資副
社長などを経て平成20年6月城
山観光代表取締役副社長。平成
21年４月城山観光代表取締役社
長。平成27年６月より現職
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学
部
で
も
従
来
と
違
う
形
の
教
育
体
系
を

整
え
、
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

大
学
全
体
と
し
て
、
共
通
教
育
か
ら
卒
業

ま
で
に
、
地
域
貢
献
マ
イ
ン
ド
、
す
な
わ

ち
地
域
に
貢
献
す
る
姿
勢
を
持
っ
た
人
材

を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

進
め
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
に
大
い

に
貢
献
す
る
学
生
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増

え
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

伊
牟
田

　地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

て
る
と
い
う
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
人
口
減
少
、
運
営
費
交
付
金
の
減

少
な
ど
、
い
ま
地
方
は
ど
こ
も
き
び
し
い

環
境
で
す
の
で
、
地
方
大
学
は
競
争
の
時

代
に
入
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　で
す
か
ら
、
い
か
に
個
性
化
す
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
は
景
観
や
歴
史
・
文
化
、
温
泉
等
、

観
光
面
で
も
非
常
に
資
源
が
豊
富
で
す
。

食
に
つ
い
て
は
農
業
・
畜
産
業
・
漁
業
と

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
品
質
が
高
い
し
、
大

学
の
医
療
水
準
も
高
い
。
こ
う
い
う
と
こ

ろ
を
融
合
し
て
、
産
官
学
民
で
連
携
し
な

が
ら
い
か
に
特
色
の
あ
る
大
学
を
作
る
か
、

い
か
に
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て

る
か
、
そ
れ
が
鹿
児
島
大
学
に
と
っ
て
一

番
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

前
田

　鹿
児
島
大
学
で
は
、
島
嶼
、
環
境
、

食
と
健
康
、
そ
れ
か
ら
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
う
全
学
横
断
の
相
互
研
究
を
行
っ
て

い
て
、
い
ず
れ
も
観
光
と
も
つ
な
が
る
よ

う
な
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。
と
く
に
農

学
部
、
水
産
学
部
、
共
同
獣
医
学
部
と
い

う
食
料
の
生
産
に
密
接
に
関
わ
る
分
野
が
、

他
大
学
に
比
べ
随
分
層
が
厚
い
と
言
え
ま

す
。
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
質
の
良

い
食
料
品
を
生
産
し
て
い
る
県
で
す
の
で
、

食
料
と
い
う
観
点
か
ら
本
学
は
新
し
い
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
牟
田

　農
業
、
農
生
産
品
に
は
非
常
に

競
争
力
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
素
材
を
輸
出

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
付
加
価
値
を
つ
け

て
製
品
化
す
る
、
6
次
産
業
化
し
て
価
値

を
高
め
て
販
売
す
る
な
ど
鹿
児
島
大
学
と

し
て
の
総
合
力
を
集
約
す
れ
ば
、
い
い
循

環
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
大
学
に
求
め
る

人
材
像
と
大
学
の
取
り
組
み

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

中
島

　企
業
経
営
者
と
し
て
鹿
児
島
大
学

に
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
て
も
ら
い

た
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

伊
牟
田

　ま
ず
は
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知

る
と
い
う
こ
と
。
鹿
児
島
に
は
た
く
さ
ん

の
魅
力
が
あ
る
の
に
、
意
外
と
知
ら
な
い

と
い
う
学
生
も
い
ま
す
。
日
本
人
学
生
だ

け
で
は
な
く
留
学
生
も
含
め
て
、
鹿
児
島

の
魅
力
、
地
域
の
こ
と
を
勉
強
す
る
こ
と

が
き
わ
め
て
大
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
上
に

立
っ
て
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
通
用
す

る
人
材
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私

の
経
験
か
ら
も
自
分
の
エ
リ
ア
、
地
場
の

こ
と
を
よ
く
知
っ
て
、
そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
な
い
と
外
国
人
に
は
評
価
さ
れ
ま
せ

ん
。
特
に
地
域
的
に
も
鹿
児
島
は
中
国
、

台
湾
、
香
港
等
、
東
南
ア
ジ
ア
に
一
番
近

い
と
こ
ろ
な
の
で
、
ロ
ー
カ
ル
を
知
っ
て

グ
ロ
ー
バ
ル
な
行
動
が
で
き
る
人
材
が
今

後
非
常
に
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

前
田

　い
ま
伊
牟
田
会
長
が
お
話
し
さ
れ
た

こ
と
は
、
地
域
の
こ
と
を
ま
ず
し
っ
か
り
学

ぶ
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
グ
ロ
ー
バ

ル
に
展
開
で
き
る
と
い
う
2
つ
の
面
を
備
え

た
学
生
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
た

し
か
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　鹿
児
島
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
を
牽
引
す
る
学
生
の
育
成
に
つ
い
て

も
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
学
の
国
際
開
放
度
を
高

め
る
た
め
の
独
創
的
で
質
の
高
い
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
で
す
。
具
体
的
な
例
と
し
て
は

海
外
研
修
で
す
。
昨
年
は
28
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
も
と

特集 地域にイノベーションを創出する
 「知の拠点」へ向けての鹿児島大学の取り組み

伊牟田均（いむた・ひとし）
鹿児島大学経営協議会外部委員
城山観光株式会社取締役会長
昭和45年鹿児島大学法文学部経
済学科卒業。同年野村證券入社。
本社国際金融部長、ノムラ・シ
ンガポール取締役社長、日本合
同ファイナンス（現・ジャフコ）
専務取締役、野村・中国投資副
社長などを経て平成20年6月城
山観光代表取締役副社長。平成
21年４月城山観光代表取締役社
長。平成27年６月より現職
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5
名
～
20
名
程
度
の
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で

世
界
各
地
に
出
か
け
ま
す
。

　学
生
た
ち
は
、
短
期
間
で
す
が
濃
密
な

実
習
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
地
の
実

情
や
課
題
、
魅
力
を
知
る
だ
け
で
な
く
、

日
本
の
素
晴
ら
し
さ
、
あ
る
い
は
日
本
に

つ
い
て
い
か
に
知
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と

を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
研

修
の
後
は
、
語
学
や
地
域
文
化
を
勉
強
す

る
な
ど
、
学
生
の
姿
勢
に
大
き
な
変
化
が

現
れ
て
い
ま
す
。
本
学
と
し
て
は
、
こ
う

い
う
展
開
を
こ
れ
か
ら
一
層
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
牟
田

　28
も
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
ん

で
す
か
。
年
間
何
名
く
ら
い
が
海
外
に
？

前
田

　学
生
は
2
5
0
名
く
ら
い
で
、
教

員
が
引
率
し
て
行
き
ま
す
。
学
生
に
対
し

て
は
大
学
か
ら
旅
費
の
補
助
が
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
。
期
間
は
短
い
も
の
で
１
週
間

か
ら
10
日
。
だ
い
た
い
夏
休
み
、
あ
る
い

は
冬
休
み
の
期
間
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

引
率
の
先
生
に
は
熱
心
な
先
生
が
多
く
て
、

学
長
と
し
て
も
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　大
学
院
の
国
際
化
に
つ
い
て
は
、
一
例
と

し
て
熱
帯
水
産
学
国
際
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
ま
す
。
本
学
の
水
産
学
部
が
基
幹
校
と

な
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
水
産
系
の
学
校
と
連
携

し
、
新
し
い
教
育
を
始
め
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
※

国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
の
教
育
を
受
け
た
受
験
生
を
募

集
す
る
予
定
で
す
。
多
様
な
学
生
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
点
で
も
大
学
と
し
て
非
常

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

※
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

　国
際
的
な
大
学
入
学
資
格
「
国
際

バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
」
取
得
者
を
対
象
に
し
た
入
試

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る

人
材
を
育
て
る

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

中
島

　地
域
貢
献
へ
の
取
り
組
み
と
と
も
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
が
大
学
と
し
て
今
後
一
層
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
全
国
比
で
も

急
速
に
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
ん
で
い

る
鹿
児
島
の
地
域
、
社
会
に
と
っ
て
、
今
後

ど
の
よ
う
な
人
材
が
必
要
か
、
伊
牟
田
会
長

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

伊
牟
田

　ま
ず
は
学
生
諸
君
が
地
域
に

入
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

何
が
問
題
か
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
ど
う
解

決
し
て
い
く
か
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
今

後
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

中
島

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
り
、
そ
こ
の
一

員
と
な
っ
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

伊
牟
田

　え
え
。
そ
こ
が
大
事
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
若
い

学
生
の
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て

く
る
と
思
う
ん
で
す
。
地
域
と
交
わ
る
と

同
時
に
観
光
関
係
の
会
社
・
業
界
、
あ
る

い
は
農
林
水
産
物
の
加
工
会
社
な
ど
、
地

域
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
も
交
流
し
て
い
く
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
新
し
い
ヒ
ン
ト
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

前
田

　地
域
の
中
に
入
っ
て
い
く
と
い
う

現
場
体
験
に
は
非
常
に
大
き
な
意
義
が
あ

り
ま
す
ね
。
地
域
で
は
、
空
き
家
、
廃
校
、

過
疎
化
な
ど
い
ろ
ん
な
問
題
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
そ
う
い
う
社
会
的
な
問
題
、
あ
る

い
は
6
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
は
、

鹿
児
島
大
学
が
今
か
ら
実
施
し
よ
う
と
し

て
い
る
地
域
マ
イ
ン
ド
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
で
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
先
生
と
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
牟
田

　そ
う
す
れ
ば
、
鹿
児
島
大
学
は

も
っ
と
地
域
の
頼
り
に
な
っ
て
、
み
ん
な
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
勝
ち
残
る
地
方
大
学
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
強
み
、
特
性
も
あ
る
し
、
地
理
的
に

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
南
の
国
々
に
も
開
け
て
い

ま
す
か
ら
、
最
高
の
大
学
だ
と
思
い
ま
す
。

前
田

　鹿
児
島
大
学
の
卒
業
生
の
約
4

割
が
鹿
児
島
県
内
に
就
職
し
て
い
ま
す

が
、
将
来
的
に
は
こ
れ
を
も
っ
と
増
や

す
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
商
工
会
議
所
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
経
済
団
体
と
卒
業
生
の
出

会
い
の
機
会
を
密
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
い
ま
ま
で
そ
こ
が
希
薄
で
、
わ

れ
わ
れ
と
し
て
も
努
力
不
足
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
や
就
職
支
援
の
面
で
ご
教
示
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

熱帯水産学国際連携プログラムの様子
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伊
牟
田

　そ
れ
は
大
事
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
の
日
本
は
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
、
留
学
生
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う

人
た
ち
に
鹿
児
島
の
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
い
、
体
験
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　私
は
最
近
、
留
学
生
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を

始
め
ま
し
た
。
城
山
観
光
ホ
テ
ル
に
来
て

も
ら
い
講
演
し
、
鹿
児
島
の
地
域
の
こ
と

や
観
光
の
こ
と
な
ど
を
勉
強
し
て
も
ら
っ

て
鹿
児
島
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
。
将

来
、
鹿
児
島
や
九
州
に
就
職
す
る
か
も
し

れ
な
い
し
、
母
国
に
帰
っ
て
も
、
鹿
児
島

の
こ
と
を
口
コ
ミ
で
広
げ
て
く
れ
る
と
思

う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
地
域
、
会
社
と
留

学
生
と
の
交
流
も
今
後
ト
レ
ン
ド
と
し
て

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

前
田

　留
学
生
を
地
元
に
残
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
は
、
鹿
児
島
県
工
業
倶
楽
部
の

会
合
や
商
工
会
議
所
の
方
々
か
ら
も
よ
く

聞
き
ま
す
。
大
学
と
し
て
も
、
留
学
生
が

地
元
に
残
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
経
済
界
の
方
々
も
、

留
学
生
を
鹿
児
島
に
残
す
の
は
い
い
こ
と

だ
と
い
う
P
R
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

中
島

　い
ま
鹿
児
島
大
学
に
来
て
い
る
留
学

生
は
約
2
8
0
人
で
、
そ
の
う
ち
お
よ
そ
8

割
は
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
留
学
生
で
す
。
こ

の
留
学
生
は
、
鹿
児
島
大
学
だ
け
で
な
く
鹿

児
島
と
い
う
地
域
に
と
っ
て
も
大
き
な
財
産

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。

伊
牟
田

　城
山
観
光
ホ
テ
ル
で
は
中
国
、

台
湾
、
韓
国
を
中
心
に
10
人
の
外
国
人
が

働
い
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
で
来

ら
れ
る
外
国
の
方
も
増
え
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
う
し
た
お
客
様
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
に

非
常
に
大
事
な
人
材
で
す
。
観
光
業
に
限

ら
ず
農
林
水
産
業
で
も
そ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

現
場
体
験
と
基
礎
力
を
積
み
重
ね
、

世
界
へ
打
っ
て
出
る
気
概
を
！

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

中
島

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
鹿
児
島

大
学
の
先
輩
と
し
て
、
後
輩
へ
向
け
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊
牟
田

　今
の
学
生
達
は
少
子
化
の
た
め

過
保
護
に
育
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し

た
が
、
今
日
の
お
話
で
は
28
の
海
外
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
多
く
の
学
生
が
外

へ
出
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。
や

は
り
地
元
の
こ
と
を
よ
く
勉
強
し
て
、
世

界
へ
出
て
い
こ
う
、
や
っ
て
や
ろ
う
、
と

い
う
気
概
を
持
っ
た
学
生
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
か
ら
、
僕
ら
の
時
の
経
済
学
は
マ

ル
ク
ス
経
済
学
で
し
た
が
、
や
は
り
マ
ル

ク
ス
や
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
学
と
か
、
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
の
本
を
読
む
と
か
、
ベ
ー
ス

と
し
て
古
典
的
な
勉
強
も
必
要
で
す
。
そ

の
上
で
地
域
の
こ
と
も
勉
強
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
外
へ
出
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
が
、
ひ
い
て
は
鹿
児
島
、
九
州
と
い

う
地
域
に
貢
献
す
る
。
そ
う
い
っ
た
学
生

に
な
っ
て
ほ
し
い
し
、
大
学
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

中
島

　前
田
学
長
も
鹿
児
島
大
学
出
身
と

い
う
こ
と
で
、
後
輩
へ
向
け
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

前
田

　私
は
、
若
い
時
に
現
場
体
験
を
す

る
の
が
非
常
に
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
こ
と
を
言
っ
て
恐
縮
で
す
け
れ
ど

も
私
は
農
業
の
こ
と
を
何
も
知
ら
ず
に
農

学
部
に
入
学
し
た
こ
と
が
、
大
き
な
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
で
し
た
。
そ
れ
で
1
年
の
夏

休
み
に
自
分
で
実
習
先
を
探
し
、
徳
之
島

の
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
場
に
実
習
に
行
っ
た
経

験
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
今
で
も
非
常
に

良
い
経
験
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
学
生
に
は
な
ん
で
も
い
い
か
ら
現

場
を
体
験
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
強

い
で
す
。
理
論
も
必
要
で
す
け
ど
、
ま
ず

現
場
を
知
っ
て
は
じ
め
て
理
論
が
生
き
て

く
る
。
自
分
の
体
験
か
ら
そ
う
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。

中
島

　本
日
は
大
変
貴
重
な
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特集 地域にイノベーションを創出する
 「知の拠点」へ向けての鹿児島大学の取り組み

進行
中島大輔

（なかじま・だいすけ）
鹿児島大学 学長補佐（広報担当）
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伊
牟
田

　そ
れ
は
大
事
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
の
日
本
は
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
、
留
学
生
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
が
増
え
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う

人
た
ち
に
鹿
児
島
の
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
い
、
体
験
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　私
は
最
近
、
留
学
生
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を

始
め
ま
し
た
。
城
山
観
光
ホ
テ
ル
に
来
て

も
ら
い
講
演
し
、
鹿
児
島
の
地
域
の
こ
と

や
観
光
の
こ
と
な
ど
を
勉
強
し
て
も
ら
っ

て
鹿
児
島
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
。
将

来
、
鹿
児
島
や
九
州
に
就
職
す
る
か
も
し

れ
な
い
し
、
母
国
に
帰
っ
て
も
、
鹿
児
島

の
こ
と
を
口
コ
ミ
で
広
げ
て
く
れ
る
と
思

う
ん
で
す
。
で
す
か
ら
地
域
、
会
社
と
留

学
生
と
の
交
流
も
今
後
ト
レ
ン
ド
と
し
て

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

前
田

　留
学
生
を
地
元
に
残
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
は
、
鹿
児
島
県
工
業
倶
楽
部
の

会
合
や
商
工
会
議
所
の
方
々
か
ら
も
よ
く

聞
き
ま
す
。
大
学
と
し
て
も
、
留
学
生
が

地
元
に
残
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
経
済
界
の
方
々
も
、

留
学
生
を
鹿
児
島
に
残
す
の
は
い
い
こ
と

だ
と
い
う
P
R
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

中
島

　い
ま
鹿
児
島
大
学
に
来
て
い
る
留
学

生
は
約
2
8
0
人
で
、
そ
の
う
ち
お
よ
そ
8

割
は
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
留
学
生
で
す
。
こ

の
留
学
生
は
、
鹿
児
島
大
学
だ
け
で
な
く
鹿

児
島
と
い
う
地
域
に
と
っ
て
も
大
き
な
財
産

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。

伊
牟
田

　城
山
観
光
ホ
テ
ル
で
は
中
国
、

台
湾
、
韓
国
を
中
心
に
10
人
の
外
国
人
が

働
い
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
で
来

ら
れ
る
外
国
の
方
も
増
え
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
う
し
た
お
客
様
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
に

非
常
に
大
事
な
人
材
で
す
。
観
光
業
に
限

ら
ず
農
林
水
産
業
で
も
そ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

現
場
体
験
と
基
礎
力
を
積
み
重
ね
、

世
界
へ
打
っ
て
出
る
気
概
を
！

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

中
島

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
鹿
児
島

大
学
の
先
輩
と
し
て
、
後
輩
へ
向
け
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊
牟
田

　今
の
学
生
達
は
少
子
化
の
た
め

過
保
護
に
育
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し

た
が
、
今
日
の
お
話
で
は
28
の
海
外
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
多
く
の
学
生
が
外

へ
出
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。
や

は
り
地
元
の
こ
と
を
よ
く
勉
強
し
て
、
世

界
へ
出
て
い
こ
う
、
や
っ
て
や
ろ
う
、
と

い
う
気
概
を
持
っ
た
学
生
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
か
ら
、
僕
ら
の
時
の
経
済
学
は
マ

ル
ク
ス
経
済
学
で
し
た
が
、
や
は
り
マ
ル

ク
ス
や
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
学
と
か
、
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
の
本
を
読
む
と
か
、
ベ
ー
ス

と
し
て
古
典
的
な
勉
強
も
必
要
で
す
。
そ

の
上
で
地
域
の
こ
と
も
勉
強
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
外
へ
出
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
が
、
ひ
い
て
は
鹿
児
島
、
九
州
と
い

う
地
域
に
貢
献
す
る
。
そ
う
い
っ
た
学
生

に
な
っ
て
ほ
し
い
し
、
大
学
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

中
島

　前
田
学
長
も
鹿
児
島
大
学
出
身
と

い
う
こ
と
で
、
後
輩
へ
向
け
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

前
田

　私
は
、
若
い
時
に
現
場
体
験
を
す

る
の
が
非
常
に
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
こ
と
を
言
っ
て
恐
縮
で
す
け
れ
ど

も
私
は
農
業
の
こ
と
を
何
も
知
ら
ず
に
農

学
部
に
入
学
し
た
こ
と
が
、
大
き
な
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
で
し
た
。
そ
れ
で
1
年
の
夏

休
み
に
自
分
で
実
習
先
を
探
し
、
徳
之
島

の
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
場
に
実
習
に
行
っ
た
経

験
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
今
で
も
非
常
に

良
い
経
験
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
学
生
に
は
な
ん
で
も
い
い
か
ら
現

場
を
体
験
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
強

い
で
す
。
理
論
も
必
要
で
す
け
ど
、
ま
ず

現
場
を
知
っ
て
は
じ
め
て
理
論
が
生
き
て

く
る
。
自
分
の
体
験
か
ら
そ
う
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。

中
島

　本
日
は
大
変
貴
重
な
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特集 地域にイノベーションを創出する
 「知の拠点」へ向けての鹿児島大学の取り組み

進行
中島大輔

（なかじま・だいすけ）
鹿児島大学 学長補佐（広報担当）
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